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第 10号 の 記 念 に よ せ る言 葉

学 長 妻 木 徳

木研究抑!:.IL7)人文 ･社会科学6)部第1吋が舵摘12Biliに発刊 されて以来.1FiiEi-1才を拍由てこの

たび第10Fiを刊行することになった｡ この10年).nJに地歩の傑出L,た英hllを発表されたfI=者 らに

対 し深甚な敬忘Ll':を表 し.lJ'-I,-10110)二川行を祝hLi.;する次羽である0

本草は二l-_莱_J=11円大学である1.:めに.i.LliLlもすれば:tljl)Elの.1111･-o).珊半価に_･T主点がi-J-かれて.大

学 とL.て山一触教育iJ.iお73モかにされ るお古才LIJ,iないとはいえJない｡ こ0)ようTi意味で人文 ･

社会 ･体f]1'の学課を壁書.'jIこれる.高E敦rfa'は-̂Jll'･:範ffを完全にす,-JためU)lT(い1-T:･蕗をもってお られ

ち. これ らOL)方 々が こ6)_rTTL:i'1古-/.iiないなが ら.自己L,-)lrJf究蝿14=!をFH:に公にされるO-)が木研究剛

哲である｡

われわれ草拙 こ志す者lJj什蛸をす,-Jために曳.ほ しい ことは.F'jT･か払臥所とtFtljll'JlJtを相,-J/=と

が一つであJ-Jo もう一つは学問研兜U)#ufHtもO-)中に浸 /.Jことであって.学会引 ′ドって同志柑会

し.発表 し.試論するOjも苧J,Juのrj;}朗Jjitを軌 戊することが一つG)E主他 でゐ/-Jc

九州工業大学は.北九州のJ:丑地抑 ころ りなが ら.モ0)キ1･ンJeスはまことに軌跡なとこ7'

に位促 し.前記OIL)望ましい朱件Dj一つは満たされているといって もよいOT)であるO ところが本

学の地殻l当執 まなお過っていない上に.木研死論文をのせ られる人丸 祉会.休符の激官方は

蝉料大学の一般鼎tjt一担当教官の定日に しぼられて.そ0)人数秘めて少な く.一つの酬 rj学抑 こ

ついて1人ないし4人III_の ものである｡従って学Jr'DrrJ寄朗気を嫡 ()あIfJpJには甚だ不利な状値

にせかれている｡ それに もかかわらず,こG)F'Jf兜軸11LIがrT蛸 に 十^iTf以来一Iliも欠 (ることな

く.このたび節10号を刊行す TJはこびとなったことは,まことに軌 i'L,いことIt･.これが品々

i.t実に売出 し.ささやかな存在なが らも楽C)一角にひときわかがや く担0)ように学抑 こ舛若を

放つことを祈ってやまない｡
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